




































































































例えば、 『うつほ物語』は平安時代の文学作品としては珍しく、相撲の節会を相当な分量で描写している。とりわけ、 「内侍のかみ」の巻は「初秋」 、「相撲の節会」などの別名で呼ばれるように、七月初秋の頃おい、朱雀帝
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































登場する武蔵竹芝とも関わりがある。武蔵国「たけしばといふ寺」に伝わった物語は、 の男 結ばれた「みかどの御むすめ」がこの地に住み着き、宣旨によって 国を預けら 、宮の生んだ子供たちは武蔵 う姓を得た という伝承であった。 『続日本紀』によれば、称徳天皇神護景雲元年
（七六七）
十二月六日条に、武蔵国足立郡の丈部直不破麿らが武蔵宿













































































































































































































































































































































































を意味しているとすれば、国造という言葉に違和感は無かったであろう。武蔵国造の祖神は、作者の属する菅原氏同様 天穂日命であった。武蔵国造という言葉に親近感のような感情を抱 たとしても不思議で ない。長々と紹介した竹芝伝承を「 語 」 記すのみ 締め括り 自身の感想を全く記さずに感動を呑み込んでいるかの如くである。後年、武蔵竹芝
男が菅原氏と遠い縁に当たると知ったとすれば、大変な感動を覚えたであろう。 「と語る」の言葉には、作者の、菅原氏の父祖に対する万感の思いが埋め込まれているように感じられ 。　
一方、相撲の節会の起源は菅原氏と無縁ではなかった。そこでは、夕顔
の花が大きな役割を担っていた。また、夕顔の実である瓠は日記中の竹芝伝承で重要な風景を形作っ た。夕顔の花や実は作者には親しみの感じられる存在であったと言えるだろう。そ 花の名を呼称とする『源氏物語』の夕顔という女性について、浮舟と同じく東国の記憶 宿した身近な存在と認識したのではなかったか。孝標女が『源氏物語』 夕顔に心惹かれたのは、以上のように夕顔という花の存在 親近感を持って感じられたことが一因であったと考えたい。注
一、 『更級日記』の本文は、以下、新編日本古典文学全集『和泉式部日記
　
紫
式部日記
　
更級日記
　
讃岐典侍日記』
（小学館、一九九四）
による。
二、注一の犬養廉『更級日記』解説による。三、 『相撲大事典
　
第四版』
（現代書館、二〇一五）
四、新編日本古典文学全集 うつほ物語
2』
（小学館、二〇〇一）
五、 『古事類苑
　
武技部』
（吉川弘文館、一九九九）
六、 『源氏物語』本文の引用は、以下、新編日 古典文学全集『源氏物語
1～
6』
（小学館、一九九四～一九九八）
による。
七、 『枕草子』本文の引用は、以下 断りのない限り、新編日本古典文学全集
『枕草子』
（小学館、一九九七）
による。
八、湯浅浩史 ヒョウタン 化誌
 ─
 人類とともに一万年』
（岩波書店、二〇一五）
─ 47 ─
九、新編日本古典文学全集『日本書紀
1』
（小学館、一九九四）
十、新日本古典文学大系『続日本紀五』
（岩波書店、一九九八）
十一、注九の頭注十二、新編日本古典文学全集『将門記
　
陸奥話記
　
保元物語
　
平治物語』
（小学館、
二〇〇二）
頭注
十三、新編日本古典文学全集『古事記』
（小学館、一九九七）
一四、注一の頭注十五、新編日本古典文学全集『今昔物語集
3』
（小学館、二〇〇一）
十六、新田一郎『相撲の歴史』
（講談社、二〇一〇）
十七、荒井秀規『古代の東国
3　
覚醒する〈関東〉
　
平安時代』
（吉川弘文館、二
〇一七）
十八、房総叢書刊行会編 『紀元二千六百年記念
　
房総叢書第九巻
　
系譜及石高帳』
（房総叢書刊行会、一九四二）
より抜粋し、適宜、新字に改めた。
（千葉県立
図書館
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（二〇一七年一一月一三日閲覧）
）
十九、日本歴史地名大系『千葉県の地名』
（平凡社、一九九六）
二十、岡本雅享『出雲を原郷とする人たち』
（藤原書店、二〇一六）
（もとよし
　
すすむ
　　
ビジネスデザイン学科）
